金中さんと「星落秋風五丈原」
                                           秋山賢司
　ちょっとお遊びを。次の漢字十七を見て、どんなイメージが浮かんでくるか。漢詩の知識は不要。直感で推理してください。

　　環望処 桜花紅葉皆消逝 海岸茅廬日暮秋

　すぐピンときて、頬をゆるめたり、なるほどとうなずかれる読者もおられるでしょう。難しい字はありません。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼうろ),茅廬)はかやぶきのいおり。粗末な建物のことですが、日本語ではEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とまや),苫屋)がぴったりです。昔の唱歌にありました。「煙たなびく苫屋こそ わがなつかしきEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すみか),棲家)なれ」ですね。

　大きなお節介ですが、僕が読み下すと、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんぼう),環望)するEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ところ),処) 桜花紅葉皆EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうせい),消逝)す 海岸の茅廬EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にちぼ),日暮)の秋」となります。もっとやわらかく訓読すると、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めぐ),環)りて望む処 桜花紅葉皆消え逝く 海岸の茅廬EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひぐ),日暮)れの秋」です。もうお分かりでしょう。藤原定家の、

　　見わたせば花も紅葉もなかりけり

　　浦の苫屋の秋の夕ぐれ
　です。このEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みそひと),三十一)文字を漢詩にまとめたのは、わが友金中さん。金中さんの紹介はあとまわしにするとして、もう一首どうぞ。上が金中さんの七言絶句、下は金中さん自身の訓読です。

　　高楼春夜張花宴　　高楼春夜 花宴を張り

　　対酒伝盃光泛艶　　酒に対しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さかづき),盃)を伝うるに光EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんえん),泛艶)
　　千載松枝透月輝　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんざい),千載)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうし),松枝) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げっき),月輝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),透)く

　　昔時素影今誰見　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せきじ),昔時)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そえい),素影) 今EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たれ),誰)か見ん

　これは分かりやすい。わが国を代表する名歌「荒城の月」（土井晩翠作詩、瀧廉太郎作曲）ですね。晩翠先生は金中さんの七言絶句を知ったうえで「春高楼の」をつくったのではと思えてくるほどすばらしい。「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちよ),千代)の松がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(え),枝) 分け出でし 昔のひかり 今いずこ」が千載と昔時で簡潔に表現され、漢詩としての完成度は満点です。さらにつけ加えると、花、酒、月とくれば李白を思わせます。李白クラスの絶句なんていったらホメすぎかな。

「荒城の月」は四番まである。したがって金中さんの七言絶句も四首連作の形をとっています。

　わが友と書いたけれど、金中（金が姓、中は名）さんはおこらないでしょう。僕よりも三十も年下ながら、本当はわが師です。金中さんの経歴をちょっとだけ。生まれは詩のふるさとともいうべき中国西安市。ことばをしゃべるようになると同時に、李白や杜甫を口ずさんだというから、ほとんど神童です。金少年四歳のときの漢詩朗誦テープが残っていて、先日聴かせてもらいましたが、モーツァルトの子供時代のピアノもかくやと思わせるうたいっぷりです。

　神童ぶりはそのあとも存分に発揮される。小学校に入るや、おとなどもを打ち負かして西安の朗誦大会で優勝したり、飛び級をくり返して十四歳で西安交通大学の日本語科に入学したり。西安交通大学は江沢民が卒業した名門です。

　十八歳で大学を卒業した神童は何をしたらいいのか。詩の才能を生かして創作の道に入るか。それも一つの方法でしょうが、詩は机に向かってできるものではありません。人間としての経験を積むことが大切なのですね。そこで金中さんはすぐ来日して、東京外国語大学の大学院に入った。専攻は和歌を中心とする日本の古典文学です。

　和歌＝短歌はたくさんつくりました。古今調の優雅な作が中心ですが、ここでは碁に関係するやつを。

　　不倫もよしと武宮の説ひらめきて

　　掛かられし星コスミで受けつ
　僕はこのうたを週刊碁連載の「碁のうた 碁のこころ」で紹介したところ、武宮正樹九段にいやな顔をされました。不倫もよしなんていってないぞ、です。確かにそうですが、武宮流は絶対に不倫です。最近でこそ不倫は変な意味につかわれるけれど、「倫は類なり」といって、「類を同じくしない、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たぐい),類)まれな」が正しい意味です。絶倫も同じ。不倫凡鳥庵などと誰かいってくれないかな。カカられたら星から上にコスむ武宮流は古今に例を見ない。その不倫武宮を金中さんは高く評価しているのです。

　話がそれました。もとに戻しましょう。金さんの活動はスケールが大きい。日本棋院のプロテストに挑戦したこともあります。碁は西安市の少年大会で優勝した腕前。プロ棋士になるのも不可能ではない。しかし一回の挑戦で断念しました。学問と碁の両立は金さんをもってしても難しかったのでしょう。ちょっと残念。詩と碁が両方プロなんて、まさに不倫ですから。

　金さんの詩（近体詩と古体詩および詞）は本場中国で高く評価され、「与君相愛五千年」「青春現在進行時」の二つの詩集が出版されています。いま、三つめの詩集を準備しているとか。もう一つ、金さんが力をそそいでいるのは漢詩の朗誦です。

　私たちは読み下し文や訳の助けを借りて漢詩を鑑賞します。これしか方法はないわけですが、漢詩独特の美しいリズムは分かりません。たとえば僕の好きな蘇東坡の一節。

　　惆悵東欄二株雪　　惆悵す 東欄二株の雪

　　人生看得幾清明　　人生 看い得ん EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いく),幾)たびの清明を

　意味は分かってもリズムは伝わりません。これを、

　　Chóuchàng　dūnglán　èrzhū　xuĕ

　　Rénshēng　kàndé　jĭ　gīngmíng

　と中国語で詠んでこそ、世界最強の文学である漢詩の美しさが伝わってくるのです。母音の上についている記号は平仄（四種類の高低。平声、上声、去声、入声）。この規則が厳格で、漢詩を難しいものにしているのですね。しかし、専門家でも中国人でもないわれわれは、正確に詠むなんて無理。そこを金さんがやってくれるのです。

　前にバッハの「マタイ受難曲」だけを聴いていると書きました。近ごろはもっぱら「金中唐詩朗誦」のＣＤ（中国陜西広電音視科技有限責任公司製作）です。僕の漢詩好きにあきれている愚妻も、金中さんの朗誦は「なかなかいいもんね」と、お気に入りのようです。あるときは激しく、あるときはやわらかく、感情をこめて朗誦する。詩吟の「ベンセイシュクシュク――」より、はるかに上品で音楽的です。先日は金中さんの漢詩朗誦会（金中後援会主催、全日本漢詩連盟協賛）が北区滝野川大ホールでありました。そこでたまたま会った工藤紀夫九段（金さんの友人）いわく、

「よく分からなかったけれど、すばらしいねえ。ただ、眠くなったのは弱ったよ」

　考えてみれば最大の讃辞です。耳障りなら眠くなるわけがない。快心（心にここちよい）の朗誦だからこそ、リズムが合って眠くなるのです。

　以上が金さん紹介の前書きです。僕の本論はここから始まります。いつもこんな調子で申しわけない。

　金さんは土井晩翠の名作「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほしおつ),星落)（セイラクと読んでもいい）秋風五丈原」を漢詩にしてしまいました。「星落」は三国志一番人気の英雄、諸葛亮（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あざな),字)はは孔明）の半生をうたった、全三四九句、四十四節からなる一大叙事詩。明治から昭和はじめの学生はみな暗唱したといいます。僕も昔、覚えました。しかし寄る年波でほとんど思い出せません。

　暗唱するだけでなく、はずかしながら漢詩訳を試みたこともあります。でもすぐやめました。しろうとの僕には表現力がない。金さんのように漢と和に通じた才人だから可能なのでしょう。金さんのちからわざ、まずは冒頭の二句から。上が土井晩翠のもとの詩、下が金さんの七言古詩による訳です。

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きざん),祁山) 悲秋の 風EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふ),更)けて　　祁山風勁粛秋酣

　　陣雲暗し 五丈原 　　　　暗淡陣雲五丈原

　ただ漢詩訳にしたのではなく、独自の工夫をこらしたことが分かります。「悲秋」を「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅくしゅう),粛秋)」にかえたのはにくい。粛には、厳しい、清い、寒い、しんとして静まりかえったさまをすべて含みます。金さんの漢詩訳を僕が読み下してみましょう。

〈祁山の風EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つよ),勁)くして 粛秋EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たけなわ),酣)なり　暗淡たる陣雲 五丈原〉

　晩翠のもとの詩と読み下しを比べるのも一興です。次は全部を飛ばして最後の二句。

　　千載の末 今も尚　　　　　悠悠千載今猶是

　　名はかんばしき 諸葛亮　　赫赫英名諸葛亮

〈悠悠たるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんざい),千載) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いまなおここ),今猶是)に　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かくかく),赫赫)たる英名 諸葛亮〉

　同じ文字を重ねるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょうげん),重言)の使い方が冴えています。悠悠ははるかに久しい様子。晩翠も七五調のしばりがなければ、「悠悠たる千載」をつかいたかったと思います。この部分を「悠悠たるかな千載」「赫赫たるかな英名」と読むのもしゃれているでしょう。

　はじめの部分を通奏低音のように流れる「丞相 病あつかりき」は「可憐丞相病危篤」です。可憐は漢詩の世界ではカレンではなく、あわれむべしと読みます。感動の大きさや思いの深さを表す常套語。「ああ、あわれであることよ」あるいは「みごとなものよ」です。ここでは前者ですね。〈憐れむ可し EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうしょう),丞相)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やまい),病)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きとく),危篤)なり〉

　すべてこの調子でみごとなものです。すてきなのは、

　　恨みは長し雲の色　　此恨綿綿雲漠漠

　です。白楽天の「長恨歌」を思わせる重言のつかい方です。綿綿は長く続いて絶えない様子、漠漠ははてしなく広がる様子。〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),此)の恨みEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めんめん),綿綿)として 雲EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばくばく),漠漠)たり〉

　細切れに紹介するのは金さんの本意ではないでしょう。といって全部を載せるわけにもいかない。いい手を考えました。棊（棋）の文字が入っている節だけ見ていただくのです。

　まずは十節。五丈原で病に伏す諸葛亮の現在から一転して、若き日の回想です。ふるさとのおだやかな生活がうたわれ、そこに劉備がたずねて行く。しかし諸葛亮は不在。留守をあずかる弟の諸葛均が「或いは朋友を村落の間に尋ね、或いは琴と棊を洞府の内に楽しむ。往来して測るなく、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆ),去)く所を知らず」と語ったと「三国志演義」にあります。それを受けているのです。

　　江山さむるあけぼのゝ　　　江山蘇醒隆冬暁

　　雪にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろ),驢)を駆る道の上　　　　驢背霏霏風雪道

　　寒梅痩せて春早み、　　　　寒梅消痩春還早

　　幽林EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かげ),蔭)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うが),穿)つとき　　　　　幽林穿越密蔭時

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とも),伴)は野鳥のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くれ),暮)の歌、　　　　野鳥暮歌相伴久

　　紫雲たなびくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほら),洞)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うち),中)　　　　繚繞紫雲仙洞中

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),誰)そや棊局の友の身は。　　問誰堪作紋枰友

〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうざん),江山)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そせい),蘇醒)す EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゅうとう),隆冬)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あかつき),暁)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろ),驢)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はい),背)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひひ),霏霏)たり 風雪の道　寒梅EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうそう),消痩)して春EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(また),還)早し　幽林 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うが),穿)ちてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みついん),密蔭)を越ゆる時　野鳥暮歌 相EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とも),伴)なうこと久し　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りょうぎょう),繚繞)たる紫雲 仙洞のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うち),中)　問う 誰ぞEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もんへい),紋枰)の友とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),作)るにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),堪)えん〉

　「隆冬」は真冬。「霏霏」は雪や雨がしきりに降る様子。「繚繞」はうねうねと曲がる様子、雲の形容につかわれます。「紋枰」は飾りのついた碁盤。この節は七言にするのに苦心しているんだなと思います。ほとんどが五言で間に合う。たとえば第四句は「幽林穿蔭時」でもよさそうですが、それではほかとのバランスを失します。

　棊局の友（紋枰の友）はもちろん諸葛亮。どのくらい強かったかと想像するのが僕の習い性になっています。孔明先生ならヘボ碁ではあり得ない。たぶん県代表クラスでしょう。「三国志演義」も含めて、碁で名前が出てくるのは、蜀では諸葛亮のほかに関羽。名医華陀に負傷した腕の手術をされているとき、痛さをこらえながら対局したのは有名な話です。白眉の馬良がその相手でした。魏では曹操が強かったらしい。呉では孫策（孫権の兄）と呂範。この二人の対局譜が十二世紀中ごろに出た最古の棋書「忘憂清楽集」に載っています。たぶん、後代の偽作でしょうね。なお、三国志の時代の碁盤は十七路でした。

　第十節に続く第十一節も棊が出てきます。

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(その),其)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゅうちゅう),隆中)の別天地　　　　　隆中自是別天地

　　空のあなたを眺むれば　　　放眼長空彼一方

　　大盗競ほひはびこりて　　　大盗横行跋扈起

　　あらびて栄華さながらに　　栄華相競勢鷹揚

　　風の枯葉を掃ふごと　　　　宛若風吹枯葉狂

　　治乱興亡おもほえば　　　　興亡治乱理沈思

　　世は一局のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),棊)なりけり。　　世事渾如一局棋

〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゅうちゅう),隆中) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おの),自)ずからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),是)れ別天地 長空EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),彼)の一方を放眼すれば　大盗横行し EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばっこ),跋扈)起こる　栄華相競いて 勢いはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おうよう),鷹揚)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あたか),宛)も風のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こよう),枯葉)を吹いて狂えるが如し　興亡治乱 沈思をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おさ),理)めれば　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいじ),世事)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すべ),渾)て一局のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),棋)の如し〉

　隆中は孔明が隠棲していた土地の名。別天地のようなそこから世の中をながめればすべてがでたらめ。第四句の「鷹揚」は、ゆったりとして落ちついているさまと、文字通り鷹が勢いよくとびあがるさまの二つの意味があり、ここでは後者です。

　ちょっとだけ脱線。最後の「世は一局の棋なりけり」はいい文句ですね。棋を碁にかえて、そのまま三上卓は「昭和維新の歌」にとり入れました。亡き友、上村邦夫がよくうたっていたものです。僕がたまに行く新宿ゴールデン街の飲み屋のママが三上卓のいとこと聞いてびっくりしました。

　閑話休題。すこし進んで第十五節。劉備の三顧の礼にこたえて孔明が出盧を決意し、「天下三分の計」を説く名場面です。

　　成算胸にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おさま),蔵)りて　 　　　　輸贏成算尽蔵胸

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けんこん),乾坤)ここにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いっきょくき),一局棊)　　　　　猶似乾坤一局同

　　ただEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうじょう),掌上)に指すがごと、　都于指掌運籌中

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さんぶん),三分)の計はや成れば　　　　天下三分計早成

　　見よ九天の雲はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),垂)れ　　　　九天但見垂雲靄

　　四海の水は皆EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たち),立)て　　　　　四海波濤皆鼎沸

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうりょう),蛟龍)飛びぬEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふち),淵)の外。　　　 蛟龍飛向淵泉外

〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅえい),輸贏)の成算 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ことごと),尽)く胸にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おさ),蔵)め　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なお),猶)似たり EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けんこん),乾坤)と一局との同じきに　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ああ),都于)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たなごころ),掌)を指し EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はかりごと),籌)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めぐ),運)らすEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うち),中)　天下三分 計は早成り　九天EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ただ),但)見る EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うんかつ),雲靄)の垂るるを　四海のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はとう),波濤) 皆EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てい),鼎)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふつ),沸)し　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうりゅう),蛟龍)飛び向かう EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えんせん),淵泉)の外〉

　もとの詩にも金中さんの訳にも難しい字が出てきました。「輸贏」は負けと勝ち。碁の詩ではおなじみです。「乾坤」は天と地。白状すると「都于」がよく分からなかった。「すべてここに」と読めば常識的でしょうが、もう一つしっくりこない。都には「ああ」という感嘆の読みがあり、于には「ああ」という怨嗟の読みがある。両方が複雑にからみ合っていると見て、二字で「ああ」としました。「鼎沸」はカナエの湯が煮立っているさま。天下の乱れた形容にもつかいます。「蛟」は龍の一種のみずち。

　若き諸葛亮孔明の異名は臥龍。一局の碁のように軍略を示したあとは、臥龍が飛龍となって劉備のために縦横の活躍をする。このあとは赤壁の戦い、関羽の死、白帝城での劉備の死、そして五丈原の現在へと続き、諸葛亮の死で幕を閉じるのです。

　いかがでしたか。「星落秋風五丈原」を金中さんが漢詩に訳し、それを僕が読み下すという本邦初の試み。僕の読み下しはまったくの自己流なので間違いがあるかもしれません。その場合はひらにご容赦を。
 
　　　　　　　　　                 ――「凡鳥庵だより」第7号掲載――
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